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第２四半期累計期間 業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

 

 当社は、以下のとおり、平成 26 年８月 28 日に公表した平成 27 年３月期の第２四半期累計期間の業績予想

における予想値と本日公表の決算において差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１． 平成27年３月期 第２四半期累計期間業績予想と実績の差異(平成26年４月１日～平成26年９月30日) 

                                       （単位：百万円、％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

(平成26年８月28日発表)
５００ △１８０ △１７０ ４１ ０円４０銭

今 回 実 績  （Ｂ） ５８０ △１６６ △１３２ ８５ ０円８４銭

増  減  額 （Ｂ － Ａ） ８０     １４     ３８    ３４ ― 

増  減  率（  ％  ） １６.０ ７.７ ２２.３ ８２.９ ― 

(参考)前年同四半期実績

（平 成 26 年 ３ 月 期 

第２四半期） 

８５６ △９ ９８ ６７８ ６円７４銭

（注）１株当たり当期純利益については、平成25年10月１日付で実施した普通株式10株を１株とする 

   株式併合を考慮した額を記載しております。 

 

 

２．差異の理由 

平成27年３月期 第２四半期累計期間業績予想と実績の差異の理由 

  売上高・営業利益・経常利益・当期純利益が前回予想を上回ったことによります。 

       その主な理由として、ニッケル事業においてはＬＭＥ価格の上昇及び円安により当初 

      予想していた販売価格を上回ったこと。また、教育事業においては当初計画していた生 

      徒数を上回る生徒を確保できたこと等により、売上高は予想を上回りました。 

       営業利益につきましては、売上高が予想を上回った影響によるものであります。 

       経常利益につきましては、営業利益の影響と有価証券評価益等を営業外収益に計上した 

      ことによるものであります。 

       純利益につきましては、経常利益の影響と特別利益、特別損失によるものであります。 

 

以 上 


